
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２19 号 

号         

  

令和６年（２０２４年）９月 

ひょうご 

子ども未来通信 ９月号 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html 

 

令和６年８月 23 日（金）現在のイベント情報を掲載しております。 

今後、変更になる場合もありますので、ホームページ等で確認をお願いいたします。 

少子対策及び子ども・子育て支援施策推進の相互の連携等を図るため、８月２３日に県・市町子ど

も・子育て支援協働会議がオンラインで開かれ、約 90 名が参加しました。 子育て支援員研修や医療

的ケア児支援センター等の県施策について説明が行われた後、神戸市と南あわじ市からは、「こども

誰でも通園制度の本格実施を見据えた試行的事業」の取組み状況について事例発表が行われました。 

R6 年度新規事業である「放課後児童クラブ夏休み開所支援事業」を活用した 

夏休み限定の放課後児童クラブが、宝塚市・川西市・播磨町にて開設されました。 

夏休みにおける放課後児童クラブの利用ニーズが高まるなか、小学校の 

空き教室や多目的ルーム、夏休みの期間中使われない幼稚園の遊戯室などを 

活用して、保護者の就労時間中にも子どもたちが安心して過ごせる居場所の 

提供が行われています。 

川西市 

(小学校内の多目的ルーム) 

対  象：県内在住または在学の小学４年生～高校３年生 

募集定員：小・中・高校生の区分で各 100 名、計 300 名（先着順） 

募集期間：令和 6 年 9 月 5 日(木)～令和 6 年 9 月 30 日(月) 

アンケート実施期間：１回目 モニター登録後～令和 6 年 9 月 30 日(月) 

          ２回目 12 月頃(予定) 

兵庫県では、子どもに関する施策に、当事者である 

子ども・若者の意見を反映させるため、アンケート調査に 

ご協力いただける「こども政策モニター」を募集します。 

８／２（金）に「保育現場における給食提供のあり方合同研修」をのじぎく会館で開催しました。 

県保健医療部生活衛生課食品安全官の「最近の食中毒と予防対策」の説明に 

続いて、乳幼児の食育の第一人者である相模女子大学堤ちはる特任教授から 

「乳幼児の食育がめざすもの・乳幼児の心身の特徴と食生活」についてご講義 

いただきました。会場は満席となり、食育への関心の高さがうかがえました。 

給食に携わる栄養士だけでなく施設長、保育士そして県市町の職員も出席し、 

保育所・認定こども園での給食の大切さを学びました。 
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認定こども園・保育所等ホットラインでは、県内の保育施設にお子様を通わせている保護者や保育施設で働く 

職員の皆様などからの「知りたい」「聞きたい」疑問や相談などを受付けています。 

※施設等に対して直接対応する機関ではありません。 

≪ホットラインではどのような対応をしているの？≫ 

・ その場で回答出来る内容についてはその場でお答えします。 

・ 相談内容に適した所管先や関係機関・別途最適な相談対応先がある場合は、そちらをご案内します。 

相談内容によっては必要に応じて当ホットラインから関係機関に情報提供をする場合もあります。 

（相談者の要望に沿って相談内容や対応についてのご希望等を関係機関にお伝えします。） 
 

○電話相談 ＃7350（保育のなやみごとゼロ）・078-362-3654 

平日 9：00～21：00 土日祝日 9：00～17：00（年末年始除く） 

○LINE チャット相談 ・メール相談 

平日 9：00～17：00 （土日祝日・年末年始除く） 

E メール ：kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 
 

※LINE チャット相談・メール相談は時間外でも 24 時間受付けています。 

 翌開設日に相談受付順に順次対応します。  

詳しくは県 HP をご覧ください。HP はこちら 
LINE 相談はこちら↑ 

授乳の悩み、離乳食、発育発達、生活や遊びに関することなど・・・ 

子育てに関する悩みは人それぞれです。就学前のお子様の子育てに関する

お悩みを保育士の相談員が電話や LINE（チャット）でお聞きし、内容に応

じて無料の web 相談や家庭訪問にて看護師、助産師、栄養士、歯科衛生士

などの専門家が対応します。まずは電話または LINE でご相談ください！ 

詳しくは HPをご覧ください。 

開設時間 

月曜日～金曜日 9:00～17:00 

（祝日・年末年始 12/29～1/3 を除く） 

 

ひょうご子育て相談 
LINE 公式アカウント 

◇こどものイベント◇ 

当館では、鑑賞や制作を中心とした美術館ならではのイベントを月１～２回程度実施しています。 
 

＜次回開催予定＞ コレクション展Ⅱ「わたしのいる場所－コレクションから女性特集！－」関連 

こどものイベント「かさねてえがこう！」 
 

日時：2024 年 9 月 29 日(日) 13:30～15:30    対象：小学 3 年生～中学生  

定員：15 名    参加費：300 円 ※保護者の方は観覧料（団体料金）が必要です 

 

詳細は、兵庫県立美術館ウェブサイト「こどもプログラム」ページを 

チェックしてください。 https://www.artm.pref.hyogo.jp/kids/index.html 

お問合わせ先：兵庫県立美術館こどものイベント係 TEL:０７８－２６２－０９０８ 

兵庫県立美術館 こどものイベントのお知らせ 

mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/ninteikodomoenhoikusyo-hotrain.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/soudan.html
https://www.artm.pref.hyogo.jp/kids/index.html
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NPO法人はりまキッズランドとの共催でコメディ・クラウン・サーカスを開催致します！毎年大盛況の 

イベントが今年はパワーアップ！ゆかいで楽しいクラウンたちによるサーカスを是非見に来てください！ 
 

日 時：2024年 11月 4日【月・祝】 

     【1回目】11:00～11:50 【2回目】13:00～13:50 【3回目】15:00～15:50 

場 所：兵庫県立こどもの館 1F 多目的ホール 

申込方法：兵庫県立こどもの館HPから https://kodomonoyakata.jp/ 

申込期間：2024年 10月 3日(木)～2024年 10月 17日(木) 

※詳細は公式HPを確認してください！ 

家族で自然探検や工作・ゲームをして絆を深めよう！詳細はホームページをご確認ください！ 
 

場所：兵庫県立こどもの館・姫路市自然観察の森 

対象：各回15組 30名(5歳～小学3年生までの子どもとその保護者) 

日時：第１回令和6年11月 17日(日) 10：00～14：30 

   第２回令和6年11月 23日(土) 10：00～14：30 

受付開始はいずれも9：45から 

申込方法：兵庫県立こどもの館公式HP内応募フォームから受付 https://kodomonoyakata.jp/ 

申込締切：第１回 令和 6年 10月 17日(木) 

     第２回 令和 6年 10月 23日(水) 

 

 

日時：2024 年９月８日(日) 

毎月第２日曜日は、「自由に話せる 

観覧日」を開催しています。ご家族やご友人と一緒

に、どなたでも楽しくお話をしながらご鑑賞いただ

けます。 

また、小さな子ども連れの方も、静かに鑑賞するの

が苦手な方も、周りを気にせずご鑑賞ください。 

自由に話せる観覧日 
 

 

「牛乳パックで 

サッカーボールをつくろう」 

日 時：202４年１０月２０日(日)  

10：00～11：30 

会 場：兵庫県立歴史博物館 

費 用：1回２00 円 

定 員：20名 ※3歳以上の方  

【事前申込制：７月２３日(火)～９月３０日(月)】 

申込方法：ホームページ  

※応募多数の場合は抽選となります 

詳細はこちら 

歴はく倶楽部ワークショップ 

問合せ先： 

〒670-0012 兵庫県姫路市本町 68番地 

TEL 079-288-9011  FAX 079-288-9013   

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/ 

 

https://kodomonoyakata.jp/
https://kodomonoyakata.jp/
https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/event/17829/
https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/
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  兵庫県立考古博物館からのお知らせ 

定期開催の古代体験   詳細は こちら 

当日にご来館の上、ご予約ください。（予約が定員に達すると体験できない場合があります） 

 
【毎日できます】（体験学習室 1で受付） 

・まが玉づくり（材料費 白色 400円、ピンク 550円  

所要約１時間）古墳時代のネックレス、まが玉をつくろう。 

・ミニミニ石包丁づくり（材料費 450円 所要 

約１時間）弥生時代の稲刈りの道具をつくろう。 

・古代の火おこし（無料 所要約 20分）古代のように、 

木と木をこすり合わせて火をおこしてみよう。 

・不思議なひもづくり ～ループで組ひも～ 

（無料 所要約 20分）古代の技法で組ひもをつくろう。 

・はっくつ体験 （受付で予約 要観覧券  所要約 20分） 

「遺跡の発掘ってどのようにやっているのかな？」 

発掘プールでは、発掘道具を使って発掘気分を味わえま

す。土器やまが玉などの遺物を探して、考古学者の気分

になろう。（チケット売り場で受付 9:30～16:10  

先着 42 組〔１組 5名まで〕 ） 

【週末にできます】（要観覧券 14:30～15:30 当日受付） 

・石棺に入ろう（土曜日） 最大級の竜山石製の家形石棺に

入ることができます。 

・古代船に乗ろう（日曜日） 実物大の木製の 

古代船に乗ることができます。 

※ 観覧、古代体験は、小さなお子様の場合は保護者様の 

付き添いをお願いします。 

※ 古代体験の実施にあたっては、急な変更や中止等がある 

かもしれませんので、ご来館の折はホームページでご確認 

いただきますようよろしくお願いします。 

問合せ先  兵庫県立考古博物館 

〒675-0142 加古郡播磨町大中 1-1-1  

TEL 079-437-5589   FAX 079-437-5599  

【 https://www.hyogo-koukohaku.jp/】 

子どもたちに 

大人気！ 

 

秋季特別展「うつりゆく甲(よろい)と冑(かぶと)－弥生から江戸へ－」 

弥生時代以降に激化した集団間の争いは、敵を攻めるための武器だけでなく自身の

身を守るための甲冑を生み出しました。これらの甲冑は社会情勢や戦い方の変化に対応

し、防御性や機動性といった機能を向上させ発展していきます。その一方で、いつの時代

も甲冑には機能的に不要とも思える装飾が施されました。 

本展覧会では、弥生時代から近世までの、兵庫県内外で出土・伝世した 

代表的な甲冑を一堂に紹介し、その変遷をたどるとともに、戦いに臨んだ武人 

たちの甲冑に込められた思いを探ります。  詳細は こちら 

 

キャラクター 

ほったん 

・期   間  ９月１４日（土）～１１月２４日(日)まで 

（月曜日休館 祝休日の場合は翌平日） 

・観覧時間  午前９時 30分から午後５時（入場は午後４時 30分まで） 

 観覧料金  大人 500円 大学生 400円 高校生以下無料です。 

※ 年間の休館日、観覧料金の各種割引、アクセス等はホームページをご覧ください。 

【９月受付の古代体験講座】 ※タイトルからリンク先に移動します。  

☆遺跡ウォーク 五色塚古墳と垂水・舞子の遺跡を歩く  

11月 10日(日) 受付 9/10から 対象：中学生～大人 

☆古代機（こだいばた）でテーブルセンターをつくろう！  

11月 17日(日) 受付 9/17から 対象：高校生～大人 

☆縄文時代のまが玉をつくろう！  

11月 24日(日) 受付 9/24から 対象：小学 4年生～大人 

茶すり山古墳（朝来市）出土 

「三角板革綴襟付短甲 

（さんかくいたかわとじ 

えりつきたんこう）」 

★国重要文化財、 

朝来市教育委員会蔵 

↑『弥生時代の機織り道具（原始機）を使って、 
弥生人の布作りに挑戦』 

 

古代体験講座の申し込み方法 

申し込み期間内にホームページから 

オンラインで申込みできます。 

（応募者多数の場合は抽選） 

〔 各リンクから申し込んでください 〕 

問合せ：学習支援課 079-437-5564 

https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/info/index.php?action=PageView&page_id=5
https://www.hyogo-koukohaku.jp/
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/exhibition/index.php?action=PageView&page_id=91
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=250
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=251
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=252
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問合せ先 兵庫県立考古博物館 加西分館「古代鏡展示館」 

〒679-0106   

加西市豊倉町飯森 1282-1（兵庫県立フラワーセンター内） 

TEL 0790-47-2212   FAX 0790-47-2213  

【 https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/】 

 

想像上の生物である「龍」と実在する動物の「虎」を組み合わせた「龍
りゅう

虎
こ

」の図像は、古くから絵画や器物等に数多

く描かれ、モチーフや表現として現在も色
い ろ

褪
あ

せません。また言葉としての「龍
りゅう

虎
こ

」は、拮抗
き っ こ う

する力をもつ二人の強者を

たとえ、龍と虎が向かい合う姿は、豪傑
ご う け つ

同士が争うイメージを彷彿
ほ うふ つ

させます。 

漢時代（紀元前２０２年～紀元２２０年）の銅鏡では、龍と虎の組み合わせは辟
へき

邪
じ ゃ

（魔除け）の 

効果をもたらす図像として表されます。そして、当時の思想を背景に鏡の紋様が創作されていく 

なかで、「龍虎」の図像は様々な姿をみせていきます。 

本展では、当館が所蔵する鏡の中から、龍と虎の図像が組み合わされた作品を中心に 

取り上げ、鏡における龍虎の様々な表現とその関連文化について紹介します。  

 

期   間  令和６年９月１４日(土) ～ 令和７年３月９日（日） （休館日 水曜） 

観覧時間  ９：００ ～ １７：００（入館は 16：30まで） ※フラワーセンター入園は 16：00まで 

観 覧 料  一般 100円 / 高校生以下無料です。 

秋季企画展「龍
りゅう

虎
こ

の 鏡
かがみ

」 

兵庫県立考古博物館 加西分館「古代
こ だ い

鏡
きょう

展示館
てんじかん

」からのお知らせ 

☆学芸員による展示解説「ギャラリー・トーク」   

学芸員が作品を前に解説します。 

日 時 ： ９月２８日（土） １３：３０～１４：００   

会 場 ： 古代鏡展示館 展示室（企画展示前）   

予約不要・要観覧券 

※観覧料の割引、アクセス、年間の休館日等の 
詳細についてはホームページをご覧ください。 

※入館にあたっては、別途フラワーセンター 
入園料（一般 500 円など）が必要です。 

＜HP＞ 

兵庫県／児童虐待の防止 (hyogo.lg.jp) 

兵庫県庁 ２号館１３階みどり展望フロア内に 

『授乳室』があります。 

ベビーカーもゆったり入れますので、 

気軽にご利用ください！ 

★ご利用時間★ 

平日（月曜日～金曜日）9:00～17:00 

ご利用いただいた感想もお待ちしています！ 

https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf12/hw10_000000080.html
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企画展「クモ展～多様な 8 本脚たちの世界～」（7 月より開催中） 詳細はこちら 

（１） 日 時 2024年７月２日（火）～2025 年１月 13日（月・祝） 

（２） 会 場 兵庫県立人と自然の博物館 ２階企画展示スペース（ひとはく多様性フロア） 

イベントカレンダーはこちら 
 

 

丹波篠山市より発見された恐竜化石の記載論文の出版および臨時展示の実施について 
 

丹波篠山市の恐竜化石を 

新属新種「ヒプノヴェナトル・マツバラエトオオエオルム」と命名 

      ～進化型のトロオドン科の初期進化の解明～ 
１ ポイント 

 ヒプノヴェナトルが進化型のトロオドン科であるトロオドン亜科の新属新種であることを解明。 

 ヒプノヴェナトルは第３末節骨に大きな力がかかり、前あしの機能が特殊化していたことを示唆。 

 トロオドン亜科の走行性への適応は、約１億 1000 万年前に東アジアで始まり、次第に後あしの構造を適応させて

いったことを示唆。 

１ どうぶつソーマトロープ 9 月 7日（土）、8 日（日） 
２枚の絵を回転させて一つの絵に見えるおもちゃ「ソーマトロープ」を作ってみよう！ 
時間：13：30～14:00  場所：4 階オープン・ラボ  定員：12 名  参加費：無料 
当日 10：00 から４階インフォメーションにて、参加申し込みの受付を開始。  
定員になり次第終了します。  ※小学 2年生以下は保護者同伴でご参加ください。 

 
２ English seminar  Natural History of Hyogo  9 月 8 日（日） 

A research fellow highlights some of the exhibitions in English.   
Time: 13:30-14:00  Place: Medium seminar room (4th floor)  Target: Anyone 
Capacity: 20 people  Fee: Free 
Registration: First-come-first-served, in the room from 13:20 
時間：13：30～14：00  場所：4 階中セミナー室  対象：どなたでも 
定員：20 名  参加費：無料 
受付方法：13:20 よりセミナー室前で先着順にて受付 

 
３ はかせと学ぼう「ちいさな、ちいさな化石をさがそう！」 9月 14日（土） 

海辺の砂粒には、色々な生き物の化石が混ざっています。顕微鏡を覗きながら拾い出してみましょう。
集めた化石たちは、標本ケースに入れてお持ち帰りいただけます。 
 時間：①10:30、②13:00、③14:00 （所要時間 40 分）  場所：4 階オープン・ラボ 
 定員：各回 5 名  参加費：300円 
 対象：小学生、中学生（小学 1、2年生は保護者同伴でご参加ください。） 
 受付方法：当日 10:00 より参加申込の整理券を配布します。先着順で定員になり次第終了します。 
尚、ご家族の代表者 1名のみ列にお並びください。 

 
 

ひとはく 

９月イベント 

 
詳細は 

こちら 

https://www.hitohaku.jp/exhibition/planning/spider2024.html
https://www.hitohaku.jp/infomation/event/event24-0809_new.pdf
https://www.hitohaku.jp/research/h-research/20240725news.html
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４ 花工房 ９月１5 日（日） 
押し花を自分の好きな形にならべて、かわいいしおりをつくります。 
時間：①12:00～ ②12:20～ ③12:40～ ④13:00～ ⑤13:20～ ⑥13:40～ 
場所：４階中セミナー室  対象：どなたでも  定員：各回 4 組  参加費：100円 
受付方法：11:30～ 4 階中セミナー室前で先着順整理券配布。 

 
５ ドリームスタジオ「彩色勾玉つくり」 9月 15 日（日） 

やわらかい石を勾玉（まがたま）の形にけずって、石に色をつけます。 
時間：13：00～15:00  定員：各回 15名（※1 人につき 1 つずつ）  参加費:400 円 
受付方法：12：45～ 4 階実習室前で先着順整理券配布。 
※定員になり次第受付は終了します。 

 
６ フロアスタッフとあそぼう「画はくの日」 9 月１５日（日） 

標本をじっくり観察して描こう！  
時間：13：30～14:00  場所：場所は来てのお楽しみ♪  定員：12 名  参加費：無料 
対象：どなたでも（小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください） 
受付方法：当日 10：00 から４階インフォメーションにて、参加申し込みの受付を開始。  
定員になり次第終了します。※色鉛筆など道具は貸出しします 

 
７ ワークショップ「ひとはくストラップづくり」 9 月 16 日（月・祝） 

色を塗って、ひとはくオリジナルのストラップをつくろう！ 
時間：10：30～16:00(11:30～13:00 は昼休憩)  場所：4 階オープン・ラボ  定員：100 名 

 参加費：200 円  対象：どなたでも（小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください） 
受付方法：随時受付（場合により整理券配布いたします） 

 
８ つるつる、ざらざら、ふわふわの葉っぱをさわってみよう 9月 21日（土） 

いろいろな種類の植物の葉っぱをさわってみよう！つるつる、ざらざら、ふわふわと、種類によって 
さわり心地の違いがあるよ。室内でゆっくり植物をみたり、さわったりする時間を一緒に過ごしませんか。 
時間：①10：30-12：30 ②13：30-15：30  場所：4 階大セミナー室 
対象：どなたでも  定員：なし  参加費：無料  受付方法：随時 

 
９ フロアスタッフとあそぼう「コウノトリになりきろう」 9 月 21日（土）、22 日（日・祝） 

兵庫県の県鳥「コウノトリ」のぼうしをつくって、コウノトリになりきろう！ 
時間：13：30～14:00  場所：４階オープン・ラボ  定員：12 名 
参加費：無料  対象：どなたでも（小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください） 
受付方法：当日 10：00 から４階インフオメーションにて、参加申し込みの受付を開始。 
定員になり次第終了します。 

 
10 ひとはく探検隊「ダンゴムシをさがそう」 9 月 23 日（月・休）※小雨決行 

ひとはく周辺のダンゴムシを探してみよう！ 
時間：13：00～（所要時間約 1 時間）  場所：４階ひとはくサロンに集合  定員：12 名  

 参加費：無料  対象者：どなたでも（小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください） 
受付方法：当日 10：00 から４階インフォメーションにて、参加申し込みの受付を開始。 
定員になり次第終了します。 

 
11 フロアスタッフとあそぼう「ひとはく〇×クイズ大会」 9月 28日（土）、29 日（日） 

ひとはくクイズにチャレンジ！何問正解できるかな？ 
時間：13:30～14:00  場所：3 階アースシアター  定員：30 名 
参加費：無料  対象：どなたでも（小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください） 
受付方法：開始１０分前より先着順にて受付 

〔問い合わせ先〕兵庫県立人と自然の博物館 
〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘 6丁目 
TEL: 079-559-200１ FAX: 079-559-2007 

https://www.hitohaku.jp 

 

https://www.hitohaku.jp/
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兵庫県発祥の地“兵庫津”にある兵庫津ミュージアムは、博物館施設である「ひょうごはじまり館」と最初の

兵庫県庁舎の復元施設である「初代県庁館」の二つが一体となった新しいタイプの施設です。兵庫津の歴史や

兵庫県の成り立ち、県を構成する「ひょうご五国」（摂津・播磨・但馬・丹波・淡路）の魅力を多彩な映像や体

験型のコンテンツなど様々な手法を使って発信！従来の博物館とはひと味違う“ハミデル ハクブツカン”です。 

 

大阪・関西万博の開催を来年４月に控えた今、その歴史を振り返り、博覧会の原点に立ち返ります。 

また兵庫県全体をパビリオンに見立て、多様な地域を周遊する「ひょうごフィールドパビリオン」を県内の 

大学生が体験し、その魅力を発信します。 

※展示内容や関連イベントなどの詳細はこちら 

 
 

令和６年度 夏季企画展「未来へつなごう！万博展―その歴史とひょうごフィールドパビリオン―」 

 

会 期：令和 6 年 7 月 20 日（土）～9 月 23 日（月・休） 

会 場：県立兵庫津ミュージアム  

ひょうごはじまり館２階 企画展示室 

観覧料：大人 800 円、大学生 600 円、 

高校生以下無料 

（常設展示＋初代県庁館の観覧料を含む） 

休館日：毎週月曜日（祝休日の場合は翌日） 

開 館 時 間：9 時～18 時（展示室への入場は 17 時 30 分まで） 

イベント情報「エンタビ® バトル in ヒョウゴノツ」 

観客自らが演劇の一部になって参加するイマーシブシアター（体験型演劇）を兵庫津ミュージアムで 

開催します。 

初代兵庫県知事であり、後の内閣総理大臣である伊藤博文とその一行になりきってみませんか？ 

（「エンタビ®」とは・・・エンタメ＋旅。旅先をエンタメで楽しくドラマチックにする 

演出業プレイングによるプログラムです。） 
 

日  時：11 月 3 日（日・祝）、12 月 1 日(日)、令和 7 年 2 月 1 日(土)  

各日１１時～、１３時～、１５時～（所要時間約 1 時間） 

場  所：県立兵庫津ミュージアム 

対  象：小学生以上 

参 加 費：500 円（初代県庁館、ひょうごはじまり館展示室観覧料含む）、高校生以下無料 

申込方法：事前申込制（電話又は申込フォーム 申込は最大２人まで）定員になり次第受付終了。 

定  員：各回１０人  

問 い 合わ せ 先：Tel 078-651-1868(月曜除く 9 時～18 時)  
 

申込フォーム（https://req.qubo.jp/hyogo-no-tsu/form/2024battle） 

イベント概要（https://hyogo-no-tsu.jp/event/battle-in-hyogonotsu/） 

その他：イベントキャストのオーディションも開催予定。詳しくは HP で 

 

 
＊ 問合わせ先 ＊ 兵庫県立兵庫津ミュージアム 

〒652-0844 神戸市兵庫区中之島 2 丁目 2-1（神戸市営地下鉄海岸線「中央市場前」駅から徒歩 5 分） 

Tel 078-651-1868 Fax 078-651-1869【 https://hyogo-no-tsu.jp/ 】 

（※休館日<月曜日・祝休日の場合は翌日>除く９時～18 時） 

企画展中にはご家族で楽しめるイベントを 

多数実施します（参加費無料）。 

○ブロックでひょうごの未来をつくろう 

（9 月毎週土日） 

★作った作品はミュージアム内で展示します！ 

○生成 AI で“未来の自分”を描こう！（9/15・22） 

★あなたの夢を生成 AI を使って絵にします！ 

○ひょうごフィールドパビリオンワークショップ

（９/14・15） 

○缶バッジを作ろう！（9/21） 

https://hyogo-no-tsu.jp/event/hyogo-banpakuten/
https://req.qubo.jp/hyogo-no-tsu/form/2024battle
https://hyogo-no-tsu.jp/event/battle-in-hyogonotsu/
https://hyogo-no-tsu.jp/
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まだ暑い日が続いていますね。室内で親子 

一緒にリボンを使って遊びませんか？ 

新体操のように、棒の先端にリボンがついた

おもちゃはお子さんに人気ですね。市販され

ていますが、手作りすることも可能です。 

ちらしや新聞紙などをくるくると巻いて棒状

にしたものや、紙ストローの先端に、お好き

な色のリボンを取り付けると完成です。 

リボンの長さはお子さんの身長などにあわせ

て調整してください。棒を振るとひらひらと

揺れる動きが面白いですよ。螺旋、８の字、

円などを描いてみましょう。 

小さなお子さんには、安全面や持ちやすさか

ら棒ではなく、手芸用の木製リング（お口に 

入らないサイズ）がおすすめです。リボンの

本数を増やし、ポンポンのようにして音楽に

合わせて振っても楽しいですね。 

また、赤ちゃんの場合自然素材の糸で紐状に

編んだものやハンカチを結ぶと、動きだけで

なく様々な感触が楽しめます。 

お子さんの様子をみながら 

工夫して遊んでくださいね。 

 

 

 
                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 

 

 

  

 
 
 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの「家族の日」はいつですか？ 

 兵庫県では、それぞれの家族が誕生日や記念日など、家族にと

ってふさわしい日を「家族の日」と定めることを提案する運動を

進めています。 

「家族の日」には、家族で食事をしたり、お出かけするなど、

家族と一緒に過ごしてみませんか。 

問合せ先：県男女青少年課  電話：078-362-4185 

認定こども園・保育所等ホットライン 
 

認定こども園・保育所等の保育施設の制度や基準など 

乳幼児教育や保育に係る様々なご相談は、＃ 7350 

（繋がらない場合は 078-362-3654）におかけくだ  

さい。保育に関する「知りたい」「聞きたい」にお答

えします。  

◆開設時間 月曜～金曜 9：00～21：00 

      土 日 祝 日 9：00～17：00 

（年末年始 12/29～1/3 を除く） 

◆Eメール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

（固定・IP/携帯電話から通話可能・通話料金は通話者負担となります）

LINE チャット相談もできます！   詳しくはこちら  

編集部からのお知らせ 
 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商工会

議所、商工会、青年会議所、地域団体・NPO、県関係機

関などや希望者に電子メールにより配信しています。 

新たに配信を希望される方は、 

アドレス(kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp)に 

「未来通信・配信希望」と送信してください。 

未来通信に掲載する記事も随時、募集しております。 

ご希望の方は下記までご連絡下さい。 

兵庫県福祉部こども政策課 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Facebook で子育て情報発信中！ 

 こども・子育てひみつ基地  

https://www.facebook.com/kodomo.himitsukichi 

問合せ先： 

おもちゃコンサルタント 

竹下 あきこ 

E-mail：momlabo@gmail.com 

子育てに関する相談はひょうご子育てダイヤルへ 

         LINE チャット相談もできます！ 

子育ての悩みや疑問に保育士が無料で対応します。必要

に応じて看護師や栄養士など専門家によるオンライン無

料相談や家庭訪問も。まずは #7312 に気軽にお電話し

てください。  

◆開設時間 月曜～金曜 9：00～17：00     ◀ HP は 

（祝日・年末を除く）         こちら 

◆電話番号 ＃７３１２   078－362－4183（直通） 

078－341－7711（内線 2863） 

◆Eメール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 
（固定・IP/携帯電話から通話可能・通話料金は通話者負担となります） 

ひょうご出会いサポートセンター 
～会員募集のご案内～ 

 
兵庫県では結婚を希望する方を応援するため、「ひょうご出会い
支援事業」を推進しています。 
兵庫県内に在住・在勤または将来兵庫県に移住をお考えで、  
20 歳以上の独身の方は、「ひょうご出会いサポートセンター」
で１対１のお見合い等の婚活サービスをご利用いただけます。 
令和５年５月からは、価値観診断に基づくＡＩによる自動お相手
紹介をスタートしました。是非ご活用ください。 
  

○はばタン会員（個別お見合い＆イベント参加） 
＜登録手数料 5,000 円／年＞ 
○あいサポ会員（イベント参加） 
＜登録無料＞ 
☆会員登録・詳細は「ひょうご出会い」 検索 
https://habatan-hyogo.jp/ 
 

問合せ先：ひょうご出会いサポートセンター TEL:078-381-6820 
【開館日：月・木・金・土・日 10:00～17:00】 
（祝日・年末年始を除く） 

mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/ninteikodomoenhoikusyo-hotrain.html
mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp
https://habatan-hyogo.jp/
tel:078-381-6820

